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悉皆調査によるわが国の百寿者の生活実態
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目的　平成5年に日本全国の百寿者を対象とした訪問調査を行い，百寿者の生活実態を明らかに

した。この調査資料をもとに健やかな百寿実現に資するため，百寿者のADLと健康状態や

生活環境，生活習慣等との関連を分析・検討した。

方法　平成4年度の百寿者4,166人のうち，調査時（平成5年3月～5月）に生存，所在が確認

できた3,070人を対象として個別に訪問調査を実施した。回答者は2,851人，回答率は92.9％

であった。

　百寿者のADLから，日常生活が自立とほぼ自立をADL良好群，寝たきりと座位のみ可

能を不良群，それ以外を中間群とし，この3群間で健康状態，生活習慣等を比較した。

結果　ADL別各群の割合は，良好群と中間群がいずれも約20％，不良群が約60％であったが，

男女差が著しく，男の方がADLは良好であった。

　ADLが不良な群ほど病気を有するものが有意に多く，不良群には脳血管疾患と老人性痴

呆が多かった。ADL不良群では他の2群に比べて歯肉のみの者が多かった。

　百寿者全体の在宅率は66％であったが，ADL良好群は男女とも90％以上が在宅だった。

在宅者の同居家族数は，本人を含めて3人がもっとも多かった。在宅サービスの利用率は男

21％，女27％で，ADL別では不良群の利用率が40％と他群に比べ高かった。

　健康に望ましい食習慣の実践割合は，男の方が女より高かった。また日常生活上長寿のた

めに何か心がけていた者の割合も，男が女より高かった。ADL別には良好な群ほど，望ま

しい食習慣や長寿のための心がけの実践割合が高かったが，飲酒，喫煙習慣を有する者の割

合も高かった。

結論　ADL良好群の特徴は以下の通りであった。①治療中の者が少ない②歯牙が残存している

者が多い③在宅者が多い④健康に望ましい食習慣，長寿のための心がけを実践している者が

多い。

　男と女では百寿に達するまでの経過や百寿になってからの健康，活動状態が異なることが

示された。一般に女では活動力は低下するものの，比較的自然に百寿に達する可能性を有す

るが，男が百寿を獲得するには特別な努力が必要という，これまでの報告と一致した。

　百寿者のADLの維持，向上のためには，高齢期における健康管理，生活習慣指導に加

え，百寿者の家族をも含めた地域における社会サポートの充実も必要と考えられた。
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